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公共施設再編ゲームの趣旨及び全体像の説明
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公共施設再編ゲームの主な目的

ゲームを通じて、現状や事務局の考え方、普段の生活の中で利用することがない施
設について理解を深めることが目的です

01 清瀬市公共施設の現状と課題を共有する

02 公共施設再編のシミュレーションを通じて、事務局の公共施設再
編の考え方への理解を深めていただく

03 テキスト
普段、ご自身の生活では利用することがない施設・サービスの概
要を理解いただき、あり方について検討していただく
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公共施設再編ゲームとは（施設カード・サービスカードの説明）

公共施設再編ゲームとは、施設の増築や廃止、サービスの廃止や移転を通じて、公
共施設再編を疑似体験し、公共施設のあり方を検討するグループワークです

• 本ゲームでの公共施設は、施設カードとサービスカードのセットで構成されています。
• サービスカードには、そのサービスを1年間実施するために必要なコストが書かれています。
• 施設カードには、収容可能なサービスのコストの総額が書かれています。
• サービスカード及び施設カードに記載されているコストは、本ゲームの実施にあたって設定
した仮定のコストであり、実際の維持管理費等とは連動していません。

• サービスカードのコストの総額は、施設カードの収容可能コスト以内に収める必要がありま
す。

清瀬市役所

1,700

窓口・役務提供 400

事務 1,200

サービスの実施に必要なコスト

収容可能なコスト総額

施設カード（台紙）

サービスカード（ふせん）



公共施設再編ゲームとは、施設の増築や廃止、サービスの廃止や移転を通じて、公
共施設再編を疑似体験し、公共施設のあり方を検討するグループワークです
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清瀬市役所

1,700

窓口・役務提供 400

事務 1,200

清瀬清掃事務所

70

事務 70

行政機関 児童福祉

第3保育園

150

保育・教育 150

清明小第1・2学童クラブ

30

保育・教育 30

下宿児童館

60

保育・教育 60

下宿図書館

70

講座・教室 30

窓口・役務提供 30

図書館

フリースペース 10窓口・役務提供 30

サービス
移転

サービス
廃止

サービス・施設
とも廃止

現状維持

公共施設再編ゲームとは（カードの動かし方の例）



市内の公共施設を再編し、施設の維持管理に必要なトータルコストを削減することを
目標とします
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公共施設再編ゲームとは（トータルコスト削減のイメージ）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

現状 再編後

トータルコスト

コ
ス
ト

施設の再編を通じて、
トータルコストの削減を

目指します。



市内の公共施設を再編し、施設の維持管理に必要なトータルコストを削減することを
目標とします
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ご留意いただきたいポイント

この再編ゲームは、行政サービスの質を維持する、または使
いやすいようなあり方にしつつ、トータルコストを削減すること
が目的のゲームです。01

02 市民や市民団体の一員という目線で、施設の再編を検討して
ください。

03 皆さんに考えていただく再編のプロセスを知りたいので、考え
方や検討の理由を付せん等に記述しておいてください。



第1ラウンド 「公共施設サービスの必要性の検討」
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公共施設で提供しているサービスについて、今後も提供しつづける必要性の有無を
検討していただきます
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●●

1,700

窓口・役務提供 400

事務 1,200

●●

30

保育・教育 30

●●

30

保育・教育 30

必要性：有

●●

60

保育・教育 60

●●

400

講座・教室 100

フリースペース 300

必要性：無

公共施設サービスの必要性の検討

「必要性：無」に分類された施設・サービスは廃止



必要性の検討にあたっては、①市民ニーズ、②民間サービスの活用の視点から検討
してください
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検討の視点

「市民ニーズ」
提供されているサービスが、市民のニーズを満たしているか1

2 「民間サービスの活用」民間の類似サービスで代用可能なサービスはないか



「必要性：無」と判断され、廃止された施設・サービスについては、施設カードに記載さ
れているコストの半分が、「増改築ポイント」として還元されます
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• 廃止された施設・サービスは、施設カードに記載されているコストの半分を「増改築ポイン
ト」として還元されます。

• 還元された「増改築ポイント」は第2ラウンドでサービスを移転する際、サービスを収容する
施設のポイントが不足した際に、補強として使用することができます。

●●

400

講座・教室 100

フリースペース 300

必要性：無

廃止

施設を廃止した場合、廃止した施設の
コストの半分だけ増改築ができる

「増改築ポイント」を付与

200

増改築
ポイント

「必要性：無」と判断された施設・サービスの取り扱い



第2ラウンド 「サービスの移転等の検討」
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サービスの移転による集約、廃止を考えながら、公共施設の再編を検討していただき
ます
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• 第1ラウンドで「必要性：有」と判断した施設について、サービスカードを移動しなが
ら、再編を検討していただきます。

●●

70

講座・教室 30

窓口・役務提供 30

貸館 30

フリースペース 10

●●

1,700

窓口・役務提供 400

事務 1,200

事務 50

●●

100

貸館 30

事務 50

皆さんに考えていただく再編のプロセスを知りたいので、考え方や検討の理由を付せん等に
記述しておいてください。

サービスの移転等の検討



サービスの移転による集約、廃止を考えながら、公共施設の再編を検討していただき
ます

14

• サービスカードは廃止（取り除くこと）や移転（他の施設カードで移すこと）ができます。
• サービスカードの移動は、他の施設カードに空きがある場合のみ、移すことができます。
• 施設カードの上に、サービスカードがなくなったら、その施設を廃止することができます。
• 施設カード自体を、地図上の他の場所へ移動することはできません。

カード 廃止（取り除くこと） 移動（他へ移すこと）

施設カード
（台紙）

○
（できる）

※サービスカードが残っている
と廃止できません

×
（できない）

サービスカード
（ふせん）

○
（できる）

○
（できる）

※他の施設カードにコストの空き
がある場合

サービス移転の基本ルール
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サービスの移転にあたって、施設のサービス収容可能ポイントが不足している場合は、
その施設の増改築を行うことで移転することが可能となります
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• サービスカードの合計値が、施設カードの値を上回ってしまう場合は、施設の廃止により取
得した増改築ポイントの全部または一部を使って施設カードの値を補強することで更なる移
転が可能になります。

増改築ポイントを使用したサービスの移転、集約

増改築ポイント：
200ポイント

●●

1,700

窓口・役務提供 400

事務 1,200

講座・教室 200

サービスを集約したいけど、若
干ポイントが足りない…

●●

1,700

窓口・役務提供 400

事務 1,200

講座・教室 200

施設の収容可能コストを100ポ
イント補強したことにより、集約

が可能に！

残り増改築ポイント：
100ポイント200ポイントのう

ち、100ポイント
を使用



第2ラウンド 「サービスの移転等の検討」
①全市レベルの施設
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全市レベルの施設は、4つの拠点に集約していくことを基本に、公共施設の再編を検
討していただきます

17

サービスの移転等の検討（全市レベルの施設）

清瀬市役所

コミュニティ
プラザひまわり

清瀬駅前

市民体育館等
事務局では、全市レベルの施設は4つの地
域に集約していくことを想定しています。

！
4つの地域に、どのような施設を
集約していくか、ご検討ください。



再編の検討にあたっては、①市民ニーズ、②民間サービスの活用、③複合化の視点
から検討してください
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検討の視点

「市民ニーズ」
提供されているサービスが、市民のニーズを満たしているか1

2 「民間サービスの活用」民間の類似サービスで代用可能なサービスはないか

「複合化」

他の施設とサービスを共同で提供することで、サービスの質が向
上する施設はないか

3



第2ラウンド 「サービスの移転等の検討」
②地域レベルの施設
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地域レベルの施設は、地域の核となる小学校を軸に公共施設の再編を検討していた
だきます
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サービスの移転等の検討（地域レベルの施設）

！
地域レベルの公共施設再編の考え方について、事

務局が提示した4通りの考え方のうち、どの考え方が
望ましいかご検討ください。

！
ご検討いただいた考え方に基づき、地域レベルの公

共施設の再編をご検討ください。



再編の検討にあたっては、①市民ニーズ、②民間サービスの活用、③複合化の視点
から検討してください
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検討の視点

「市民ニーズ」
提供されているサービスが、市民のニーズを満たしているか1

2 「民間サービスの活用」民間の類似サービスで代用可能なサービスはないか

「複合化」

他の施設とサービスを共同で提供することで、サービスの質が向
上する施設はないか

3



小学校の児童数とクラス数は将来的に減少していくことが推計されます
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小学校の児童数とクラス数の現状及び推計

※学級数は、7～8歳及び13歳を1学級35名、9～12歳及び14～15歳を1学級40名として推計している
※学級数の推計に際しては、児童及び生徒数の推計人数を35もしくは40で除し、小数点第一位を切り上げている

3,950 3,893 3,895 3,871 3,806 3,734 
3,650 3,620 3,577 3,545 3,524 3,517 3,523 3,541 3,570 
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結果のとりまとめ、振り返り

23



第1ラウンド、第2ラウンドで複合化、廃止された施設・サービスとその理由を、模造紙
に整理していただきます
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再編したもの
廃止したもの

施設 サービス

カード 理由 施設カード 理由 ポイント サービスカード 理由 ポイント

カード

××× ×××

×××

1,000

700

×××

×××

90

50

合計 1,700 合計 140

●●

1,700

×× ▲▲

×× ▲▲

●●

1,000

×× 90

×× 50

●●

700



公共施設再編ゲームは以上となります。
長時間お疲れ様でした！


